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一般社団法人Reaching Zero‐Dose Children

背景

活動内容

まとめ

活動成果

国際会議でのワークショッ

プの様子

政策提言のベースとなる調査や論壇の執筆に取り

組み、論文発表や学会発表として発信

世界予防接種週間での

ユースフォーラム共催
議員訪問の様子

Gavi支援継続に関する政策

ピッチ登壇

ガーナ/ザンビア/ケニア/インド

にて現地視察

Gavi職員との対談

②アドボカシー

アドボカシー面では、計20名以上の国会議員、政府関係者、産官学を

横断する有識者とのネットワーク構築を重ね、国会での課題認知を直接

促進した。研究で得たデータと現地視察で得た知見をもとに政策提言を

展開している。

イベントを通じた交流

①研究

研究面では日本の医療系学生88名を対象とした意識調査を実施し、国

際学術イベントでの発表やフィリピンとの国際共同研究を展開した。ま

た、2024年には国際会議でワークショップを開催し、17か国から約140名
が参加し、その教育効果を事前・事後評価により測定した。

学会にてワークショップの成果

を発表

新型コロナウイルス感染症のパンデミックは定期予防接種に大きな打撃を与え、世界のゼロドース児の数は急増した。この危機に対応するため、複

数の国際機関が連携して主導する「The Big Catch-Up」イニシアチブが始動し、国際社会には取り組みの加速が求められている。日本もUNICEFや
Gaviワクチンアライアンスを通じて国際的に貢献してきたが、国内の認知度は依然として低く、とくに若い世代の理解は十分とは言えない。この課題

に応える形で、医療系学生が立ち上がり、ゲイツ財団の支援を受け、活動を拡大した。その成果として、2025年に一般社団法人Reaching Zero-Dose 
Childrenを登記し、研究とアドボカシーを軸に、すべての子どもがワクチンを含むプライマリーヘルスケアに平等にアクセスできる世界の実現を目指し

ている。

一般社団法人Reaching Zero-Dose Childrenの実施した意識調査の結果、日本の医療系学生はUNICEFの認知度に比べ、Gaviワクチンアライアンス

やゼロドース児の認知度が著しく低いことが明らかになった。一方で、70%以上が日本の国際保健支援の意義を認め、65%が国際保健を重視する

政治家を支持する意向を持つなど、問題への高い潜在的関心も示された。また、国際会議でのワークショップでは、参加者のGaviワクチンアライアン

スに対する理解や実際に行動する意欲に統計的に有意な向上が見られ、参加者の一部が共同で現地調査を開始するなど、具体的な行動変容へと

繋がった。本ワークショップは2025年のGavi6.0プレッジにおいてポジティブな影響をもたらしたと考えられる。

本活動は、日本の若者が国際保健に高い潜在的関心を持ちながらも具体的な課題認知が不足している現状を明らかにし、教育的実践と研究によっ

て可視化したエビデンスを基盤にアドボカシーを実践するアプローチが、認知度向上と政策変革に効果的であることを示した。現在、米国や欧州に

おいては国際協力への財政的コミットメントに慎重な動きが見られるが、その中で日本は依然としてGaviワクチンアライアンスへの安定的支援を継続

し、グローバルヘルスにおけるリーダーシップを発揮している。ユース主導の国際協働は、ゼロドース児問題の解決に資する実践的モデルであるとと

もに、日本の国際的プレゼンスをさらに強化しうる取り組みである。今後も一般社団法人Reaching Zero-Dose Childrenは研究とアドボカシーのサイク

ルを深化させ、「The Big Catch-Up」イニシアチブやImmunization Agenda 2030といった国際アジェンダの実現に寄与していく。


